
昭和49 年 5 月 1 日 年 5 月 1 日 	 327 号 

五所川原市広報 

おはようサイクリ ング 

1 部 4 円 

発行所 五所川原市役所 

（青森県） 

△と き 5 月から 9 月までの第 1 、第 3 日曜 

日（年間10回を予定） 

△集 合 午前 5 時半（市民文化会館前）。出 

発は午前 6 時 

△対 象 小学校 4 年生以上の男女市民 

△第1 回のコース 5 月 5 日 （日）。交通安全 

祈願コース（柏正八幡宮参拝）往復12キロ。 

傷害保険 

ことしのスポーッ安全保険料として100円ご持 

参願います。 

職
場
に
不
満
…
五
五
％
 

「
仕
事
は
な
ぜ
す
る
の
か
」
 

の
問
い
に
対
し
、
 「
お
金
を
得

る
た
め
」
が
最
も
多
く
二
十
三

人
（
一
三一
万
）
あ
り
、
 「
社
会

人
の
つ
と
め
で
あ
る
」
と
の
答

え
も
ほ
ぼ
同
数
の
二
十
二
人

（
 

た
め
」
は
十
人
（
一
四
％
）
。
 

そ
れ
で
は
、
 「
現
在
の
職
場
 

① （昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

三
二
％
）
。
 「
才
能
を
伸
ば
十
 

嶋
編
縄
‘
f

」
発
妻
熱
」
？
 

（
博

・
 
“誌
露

1
」晦
％
 

"
 

悩みをふつとばそう （ヤング・フエスチバルで） 

に
満
足
か
」
 の
問
い
に
、
三
十

三
人
（
五
五
％
）
が
不
満
で
あ

り
、
残
り
二
十
七
人
が
満
足
。
 

不
満
の
理
由
は
「
賃
金
や
待
遇

が
悪
い
」
の
が
一
番
で
、
 「
働

く
時
間
や
休
暇
」
 「
仕
事
の
内

容
が
自
分
に
合
わ
な
い
」
 
「
上

役
の
無
理
解
」
 の
順
。
 

親
孝
行

：
心
配
か

け
な
い
事

問
い
。
 「
親
に
何
を
一
番
し

て
あ
げ
た
い
か
」
。
①

「
親
に
 

心
配
か
け
な
い
」
が
三
十
九
人
 

（
六〇
％
）
、
②

「
親
の
気
持

ち
を
理
解
す
る
」
九
人
（

一
四
 

%
）
。
ほ
か
に
、
 「
経
済
的
に

助
け
る
」
、
 「
り
っぱ
な
人
に

な
っ
て
喜
ば
せ
る
」
な
ど
。
 

老
後
の
親
の
扶
養
は
、
 「
ど

ん
な
こ
と
を
し
て
も
扶
養
す
べ

き
で
あ
る
」
と
「
自
分
の
経
済

力
に
応
じ

て
」
の
答
え
が

半

半
。
 「
家
庭
で
両
親
と
話
し
合

う
か
」
に
対
し
て
は
、
 「
話
し

合
う
ほ
う
だ
」
と
い
う
の
が
三

十
七
人
（
六
二
％
）
、
 「
話
し

合
わ
な
い
ほ
う
だ
」
が
二
十
」
1
 

人
（
三
八
％
）
。
 「
な
ぜ
、
話

し
合
わ
な
い
か
」
は
、
 「
機
会

が
な
い
」
、
 「
話
す
こ
と
が
な

い
」
、
 「
わ
か
っ
ズ
も
ら
い
な

い
」
、
の
順
。
 

ふ
る
さ
と
、
住
み
良
い
？
・
 

「
い
ま
、
住
亭
で
い
る
町
や

村
は
好
き
か
」

（
五
所
川
原
市

は
）
。
 「
暮
し
易
い
」
三
十
七

人

（
六
二
％
）
、
 「
暮
し
に
く

い
」

一
二
人
（
二
〇
％
）
。
 
「
 

わ
か
ら
な
い
」
十
一
人
（

一
八
 

%
）
。
 「
暮
し
に
く
い
」
理
由

は
、
 「
物
価
」
 「
学
校
、
就
職
 

」
、
 「
活
気
、
将
来
性
」
、
 
「
 

生
活
環
境
」
問
題
の
順
。
 

「
ど
こ
か
へ

…
」
四
三
％
 

「
五
所
川
原
市
に
ず
っ
と
住

ん
で
い
た
い
か
」
。
答
え
。
 「
 

ず
っ
と
住
ん
で
い
た
い
」
三
十

二
人

（
五
三
％
）
、
 「
ど
こ
か

へ
行
き
た
い
」
二
十
六
人
（
四

三
％
）
、
 
「
な
し
」
二
人
。
 「
 

ど
こ
か
へ
…
」
と
は
、
①
都
会

②
海
の
あ
る
ま
ち
③
山
の
あ
る

ま
ち
④
だ
れ
も
い
な
い
所
（
四

人
）
の
順
。
 

正
直
者
は
パ
カ
か
 

「
最
近
の
社
会
情
勢
に

つ
い

て
」
。
五
五
％
が

「
不
満
大
い

に
あ
る
」
。
そ
れ
は
、
 「
国
民

の
意
見
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
 

」
 
（一
六
人
、
二
二
％
）
、
 
「
 

ま
じ
め
な
者
が
報
い
ら
れ
な
い
 

」
 
（一
五
人
、
二
〇
％
）
、
 
「
 

正
し
い
と
思
う
こ
と
が
通
ら
な

い
」
 （
一
四
人
、
 一
九
％
）
、
 

「貧
富
の
差
が
あ
り
す
ぎ
る
」
 

（
一
二
人
、
 一
六
％
）
 
の
ため

友
、
仲
間
が
生
き
が
い
 

「
ど
ん
な
と
き
生
き
が
い
を

感
じ
る
か
」
。
①
友
人
、
仲
間
 

（
二〇
人
）
、
②
ス
ポ
ー
ッ
、
 

趣
味

（
一
九
人
）
、
③
仕
事
（
 

一
三
人
）
、
④
ひ
と
り
で
 （
九

人
）
。
 
「
勉
強
」
は
最
下
位
。
 

，
 

職
割
町
熱
引日
割
封兄て
裂か
剥
編
 

公
民
館
で
は
さ
る
 
三月
中
旬
、
 「
勤
労
青
年
の
 
意
識
調査
」
 

ぎ
加
こ
な
い
ま
し

た
が
v
一回
答
者
の
五
五
％
が
 
「
現
在
の
職

場
に
不
満
」
を
持
ち
、
過
半
数
が
 
「
五
所
川
原
市
は
暮
し

易

い
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
市
内
の
公
務
員
や
会
社
員
、
商
店
、
農
業
従
事
者

な
ど
八
業
種
で
働
い
て
い
る
八
十
三
人
に
 
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求

め
た
も
の
で
、
六
十
人

（
男
三
二
人
、
女
二
八
人
）
が
回
答
を

寄
せ
て
い
ま
す
。
 

「
職
場
に

は
不

満
で

す
」
 

郷
土
、

住
み

よ
い
ー

6
2%
 

「
勤
労
青
年
の
意
識
調
査
」
か
ら
 

、
 



クロマツの無料サービス場で 

新八了・星り 二記念・」iを贈る 

市政ダィヤル 
その日の 

行事や予定は 

声か⑤4321 

、
 

は
ち
の
あ
じ
さ
い
も
花
盛
り
 

（
温
室
で
）
 

②
 

ク
愛
の
手
ー

ヒ
』ら
を
緑
に
4
 

の
合
言
葉
で
、
緑
化
行
事
を
一

堂
に
集
め
た

一
回
目
の
 
「
市民
 

ー
 

緑
化
週
間
」
が
、
四
月
十
八
日
 

，
 
か
ら

一
週
間
盛
大
ず
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
 

週
間
の
中
心
行
事
で
あ
る

「
 

緑
化
ま
つ
り
」
は
、
初
日
十
八

日
の
開
会
式
で
フ
タ
あ
け
し
、
 

緑
を
求
め
て
や
っ
て
き
た
市
民

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

会
場
の
市
庁
舎
前

「
お
ま
つ

り
広
場
」
前
で
、
佐
々
木
市
長

が
ま
ず

「
将
来
の
展
望
に
た
っ

た
緑
化
に
大
胆
に
踏
み
切
る
時

期
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
、
県
 
 

緑
化
拍
進
委
員
会
か
ら
小
山
市

教
育
長
に
校
庭
樹
が
贈
ら
れ
ま

レ
た
o
 

続
い
て
「
小
鳥
の
森
」
づ
く

り
の
苗
木
が
市
か
ら
寺
町
岩
木

町
内
会
長
の
福
士
孝
一
さ
ん
に

ま
た
、
入
学
記
念
樹
の
苗
木
が

南
小
学
校

一
年
生
の
は
な
だ
み

さ
お
ち
ゃ
ん
ら
四
人
に
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
、
テ
ー
プ
に
ハ
サ
ミ
 
 

を
入
れ
て
入
場
し
ま
し
た
。
 

「
小
鳥
 の
森
」
づ
く
り
 
に
 

は
、
桜
と
梅
、
青
木
の
苗
木
干
 

四
百
本
が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
と
し
小
、
中

学
校
に
入
学
し
た
新
入
生
に
桜

と
梅
の
苗
木
が

贈
ら
れ
 
ま
し

た
。
 

会
場
の
 
「
おま
つ
り
広
場
」
 

に
は
、
二
百
種
、
約
二
万
点
の
 
 

苗
木
や
盆
栽
が
展
示
さ
れ
、
久

留
米
ッ
ッ
ジ
や
ボ
ケ
、
チ
ユ

ー
 

少
ッ
プ
加
か
れ
ん
な
花
を
咲
か

せ
、
市
価
ょ
功
」
一割
安
と
あ
っ

て
終
H

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

ま
た
期
間
中
は
黒
松
の
苗
木

一
万
木
が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま

し
た
。
 

賑
わ
「
た
「市
民
緑
化
週
問
」
 



青年クラブの15人 

ヒョウタン池の泥上げ 

わ
げ
足
を
 

r・
 

県
道
を
き
れ

い
に
 難

細
 

清掃奉仕ニ題 

雪
融
け
あ
と
の
大

通
り
を
き
れ
い
に
し

よ
う
と
、
敷
島
町
町

内
会
の
青
年
部
は
こ

の
ほ
ど
、
県
道
沿
い
 

の
側
溝
を
清
掃
奉
仕
し

ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
午
前
五
時
半
か

ら
部
員
二
十
五
人
が
ホ
ウ
キ
や
 
 

ス
コ
ッ
プ
を
持
ち
寄
り
、
歩
道

と
車
道
の
間
に
積
っ
た
泥
を
掃

い
た
り
、
冬
の
間
傷
ん
だ
街
路

樹
の
支
柱
を
た
て
直
し
し
ま
し

た
。
 

こ
の
清
掃
奉
仕
に
は
、
佐
々

木
市
長
も
駆
け
つ
け
、
部
員
た

ち
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。
 

③
 

五
所
川
原

青
年
ク
ラ
ブ
 

（
藤
森健
悦

会
長
）
は
、
 

冬
の
間
に
汚

れ
た

「
牧
水

公
園
」
を
き

れ
い
に
し
よ

う
と
、
さ
る

四
月
二
十

一

日
、
半
日
が

か
り
の
清
掃

奉
仕
を
し
ま

し
た
。
 

道
路
の
清
掃
奉
仕
を
す
る
青
年
部
員
 

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
生
き
が
い

あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ

し
昨
年
一

月
発
足
し
た
も

の

で
、
こ
れ
ま
で
各
種
の
奉
仕
活

動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
現
在

の
会
員
は
、
三
十
六
人
で
す
。
 

こ
の
日
、
午
前
九
時
す
ぎ
か

ら
会
員
十
五
人
が
集
ま
り
、
佐

々
木
市
長
と
い
っ
し
ょ
に
公
園

の
な
か
に
あ
る
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
池

の
泥
を
あ
げ
、
ベ
ン
チ
の
ペ
ン

キ
を
塗
り
替
え
た
り
、
散
ら
ば

っ
た
紙
ク
ズ
を
焼
い
て
ま
た
た

く
間
に
き
れ
い
に
叱
ま
し
た
が

奉
仕
に
参
加
し
た
青
年
た
ち
は
 

池
の
泥
上
げ
に
汗
を
流
す
ク
ラ
ブ
員
 

「
公
園
は
ま
ず
皆
ん
な
で
汚
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
」
 
 
ン
」
 

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

生活環境 

バトロール本部 
住みよい 

環境づくりに 

声胃，⑤ 1414 



障
害
福
祉
年
金
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
た
間
に
病
気

や
ケ
ガ
を
し
、
障
害
者
に
な
っ

た
人
が
①
加
入
の
期
間
が
短
か

い
た
め
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
と
き
、
g
た
②
二
十
歳
に

な
る
前
に
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
 

●
 

た
め
、
す
で
に
障
啓
者
に
な
っ
 

．
 

て
い
た
と
き
、
に
支
給
さ
れ
ま

す
。
 

こ
の
障
害
福
祉
年
金
は
、
い

ま
ま
で
は
一
級
の
障
害
者
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
と
し

の
四
月
か
ら
比
較
的
程
度
の
軽

い
二
級
の
障
害
者
に
も
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
支

給
さ
れ
る
年
金
額
は
六
万
円

（
 

月
額
五
、
〇
〇
〇
円
）
 
で
す
。
 

い
ま
、
お
と
し
が
二
十
歳
ー
 

六
十
九
歳
で
、
以
前
か
ら
二
級

障
害
に
該
当
し
て
い
た
人
も
、
 

厚
生
年
金
保
険
な
ど
、
ほ
か
の

智
金
制
度
か
ら
障
害
年
金
を
受

け
て
い
な
け
れ
ば
、
四
月
か
ら
 

中

央
青
年
大
学
 

●
 

を
開
設
 

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
 

▽
開
く
と
こ
ろ
 
市
中
央
公

民
館
 

▽
参
加
で
き
る
人
 
市
内
に

住
ん
で
い
る
二
十
五
歳
未
満
の

男
女
青
少
年
 

▽
経
費
 
無
料
で
す
 

▽
目
的
 
一
般
社
会
人
と
し

て
の
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
を

習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

▽
学
習
の
時
間
 
原
則
と
し

て
午
後
七
時
ー
九
時
ま
で
 

（年
間
五
〇
時
間
）
 

▽
定
員
 
五
十
人
 

▽
お
申
込
み
は
 
市
中
央
公

民
館
（
電
話
⑤
二
三
五
二
番
）
 

▽
締
切
り
 
五
月
十
五
日
 

おしらせ 

④
 

二
級
障
害
福
祉

年
金
 

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
 

月 	日 時 間 検査場所 区 	域 

コ月 8日 10時～12時 市役所 
毘沙門支所 

毘沙門支所管内 

5月 8日 13時～15時 ク 

飯詰支所 
飯詰ク 

5月 9日 10時～に時 農 協 
三好支所 

三好ク 

5月10日 10時～12時 市役所 
中川支所 

中川ク 

5月10日 13時～1 時 松 島 
第一農協 

松島ク 

5月11日 it時～12時 農 協 
栄 支所 

栄 ク 

b月13日h 時～12時 市役所 
長橋支所 

長
 
橋
 

ク
  

5月13日 13時～15時 ク 

七和支所 
七和ク 

5月14日 に時～12時 
で梅沢支尿梅沢ク 

に
〕
 
にJ
  

月
ー
月
 
ー

．ー
 

5
 
7
 

日
 
日
 

化時～巧時 市民文化会館 旧町内、小曲、 

官公庁、学校 

計
量
器
（
は

か
り

）
の
定
期
検

査
 

支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。
 

こ
の
ほ
か
、
 

障
害
の
原
因
に

な
っ
 
た
病

気

の
初
診
日
、
年

齢
、
保
険
料
の
 

納
付
状
況
な
ど

に
よ
り
細
か
い

条
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
障
害
 

福
祉
年
金
の
請
求

の
手

続
き

や
、
詳
し
い
こ
と
は
市
健
康
年

金
課
国
民
年
金
係
ま
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
 

・

農
業
者
年
金
，
 

加
入
は
農
協

へ
 

国
民
年
金
に
加
入
し
、
大
正

五
年
一
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
自
分
名
義
の
農
地
五

十
ァ
1
・
ル以
上
の
農
業
経
営
主

は
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ぱ
な
り

ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
五
十
ァ
ー
ル
以
上
の

農
業
経
営
主
の
後
継
者
、
自
分

名
義
の
農
地
三
十
ァ

l
ル
以
上

五
十
ァ
ー
ル
未
満
の
農
業
経
営

主
、
農
業
生
産
法
人
の
営
む
農

業
に
常
時
従
事
し
て
い
る
構
成

員
も
加
入
で
き
ま
す
。
 

加
入
の
手
続
き
は
 

加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す

と
加
入
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
手
続

き
を
し
ま
し

ょ
う
。
く
わ
し
く

は
農
協
か
市
農
業
委
員
会
へ
。
 

ビ

ー
ーー
ル
ハ

ウ
 

ス

に
補
助
 

市
で
は
、
四
十
九
年
度
の
「
 

施
設

園
芸
促
進
対
策
事
業

」
 

で
、
農
家
が
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
設
置
し
た
場
合
補
助
す
る
こ

と
に
な
り
、
補
助
金
の
交
付
申

請
を
五
月
十
八
日
ま
で
受
け
付

け
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

を
三
十
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

設
置
し
た
場
合
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
本
体
と
付
属
器
具
を
含

め
て
設
置
に
要
し
た
経
費
に
対

し
二
万
円
を
限
度
に
、
経
費
の

四
分
の
ー
か
五
千
円
の
い
ず
れ

か
低
い
額
で
補
助
す
る
も
の
で

詳
し
く
は
、
市
農
林
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

今
年

の
地
籍
調
 

査
は

栄
地

区
で
 

地
籍
調
査
は
、
正
し
い
測
量

に
よ
り
、
新
し
く
地
図
と
帳
薄
 

（地
籍
図

と
地
籍
薄
）
を
作

り
、
皆
さ
ん
の
土
地
の
正
し
い

位
置
、
形
、
地
番
、
地
目
、
面
 

,
 

 
積
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調

査
で
す
。
 

こ
れ
が
で
き
ま
す
と
、
区
画

整
理
を
は
じ
め
土
地
改
良
事
業

や
土
木
事
業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
建
設
事
業
の
計
画
を
た
て
た

り
、
作
業
を
し
た
り
す
る
の
に

大
変
役
立
つ
と
と
も
に
、
大
切

な
土
地
を
ま
も
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
 

市
で
は
、
こ
と
し
も
り
ん
ご

の
 
「
黒
星
病」
、
 「
ふ
ら
ん

病
」
、
 「
班
落
病
」
の
防
除
を

お
こ
な
っ
た
農
家
に
対
し
防
除

費
を
補
助
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
防
除
の
実
施
計
画

書
を
市
農
林
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 （
用
紙
は
当
課
に
あ

り
ま
す
）
 

補
助
額

な
ど
は
未
定
で
す

が
、
補
助
の
対
象
と
な
る
防
除

時
期
と
基
準
薬
剤
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

松
島
町

な
ど

が
 

課
税

の
対
象

に
 

都
市
計
画
税
の
課
税
区
域
が

拡
大
さ
れ
、
新
た
に
次
の
地
域

の
土
地
、
家
屋
が
課
税
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
 

松
島
町
、

大
字
吹
畑
字

藤

巻
、
大
字

石
岡
字

藤
巻
の
一

部
、
大
字
長
橋
字
橋
元
、
大
字

長
橋
字
広
野
の
一
部
、
大
字
新

宮
字
岡
田
、
字
松
本
の
一
部
、
 

大
字

湊
字

千
鳥
、
字
船
越
の

一
部
 

な
お
、
都
市
計
画
税
は
、
こ

と
し
か
ら
固
定
資
産
税
と
あ
わ

せ
て
賦
課
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
ち
で
、
納
税
通
知
書

は
「
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
 

税
）
納
税
通
知
書
兼

領
収
証
書
」
と
な
り

ま
す
。
 

班
落
病
な
ど

に
補
助
 

防
除
計
画
書
の
提
出
を
 

防除時期 基準薬剤名 備 	考 

発芽前（4月 石灰硫黄合 〇石灰硫黄合剤 
上旬） 剤 1I 倍 
開花直前（5 黒星病ふら 〇べンレート水 
月上旬） ん病防除剤 和剤300【倍 
落花期（5月 ク ク 

中旬） 

鶴T) 
黒星病ふら 
ん病防除剤 

〇べンレート水
和剤3U00倍と 

と班点落葉 モノ ックス 

落花20日後 病防除剤 60C倍 
(6月上旬） ク 

妙
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